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「川田伸一郎と世界のモグラたち」をご愛読頂きありがとうございました。
川田伸一郎先生の次回作にご期待ください。

前回作製した２４コマ漫画が意外
と好評だったので，今回もこれで．.

－続川田伸一郎と
　　　　世界のモグラたち－

僕のベトナムとの付き合いは２００２年
から。ムササビ博士の押田さんが調査
に誘ってくれたんだ

共同研究者の
カン博士

共同研究者
　のソンさん

後輩の
森部君

押田さん僕
今回登場する場所
①カチエン
②タムダオ
③サパ
④ドンギアン

ベトナムという国を
知っているかな？
インドシナ半島の東
端にある南北に長い
国だよ。

動物研究部　川田伸一郎

続川田伸一郎と

　世界のモグラたち
初のベトナム
調査は南部の
カチエン国立
公園南部だっ
た。

南と北のエリアに別れている

実はこっちにはモグラはいない、

こっちにモグラがいる

ここにはベトナム固有のモグラがいると言われる、

かつて記録がある。

ここにはベトナム固有のモグラがいると言われる、

かつて記録がある。

毎日モグラのトンネル
を歩いて探したんだけ
ど、結局モグラは見つ
からなかった。

毎日モグラのトンネル
を歩いて探したんだけ
ど、結局モグラは見つ
からなかった。

１８ｋｍの道のりを
歩いて、一休み．．

隣の村にて隣の村にて

ところで，ベトナムではさまざまなものを
食べ、飲む

栄養が偏ら
ないよう、
草を食べる

栄養が偏ら
ないよう、
草を食べる

どぶろく

すべて半孵りの卵すべて半孵りの卵

どぶろく

毎日１０ｋｍ以上
も歩き続けてモグラ
を探す僕を．．．

そして僕は二度目のベトナム調査へと旅立った、
北部のタムダオ国立公園だ。共同研究者のソン
さんがモグラの情報を入手してくれた。

とベトナムの研究者たちは呼び、
なんでも食べ飲む姿を賞賛してくれた。

Thank you!

（ありがとう）

Local Hunter!

（現地の狩猟人）

だいすきな
カン博士

ここはハノイから車で
１時間半くらいの場所
で、標高1000ｍくらい
ある。モグラのすみかと
しては理想的な環境だ。

町中の畑でモグラのトンネルを見つけ、
わなを仕掛けると．．．
町中の畑でモグラのトンネルを見つけ、
わなを仕掛けると．．．

ベトナムでもモグラがいる場所なら捕れる！　
と希望を持ち，今回は中国国境誓いサパへ

このモグラは下顎の切歯（前歯）が３本ある。
つまりEuroscaptorという属のモグラのよ
うだ、日本ではミズラモグラがこの属に入る。

ついにモグラを捕獲！
しかも何と１６個体
も捕まえることが出
来た。

ついにモグラを捕獲！
しかも何と１６個体
も捕まえることが出
来た。

僕はこれら2種をそれぞれ
ハシナガモグラ
　Euroscaptor longirostris
フーチェンモグラ
　Mogera latouchei
と同定した。

大猟！

前歯
犬歯

第一小臼歯
タムダオのモグラ頭骨

しかたなく音楽で親睦
を深める僕

ロンドン自然史博物館所蔵標本

ソンさんから新たな情報が入った。ベトナム中
部にタムダオと似た環境の場所があるという。
そしてバックマ国立公園へ

標高１０００ｍほどのこの場所は確かにいい環境だ。
ところがどこにもモグラのトンネルはない。

この頃までに分かっ
ていたベトナムの
モグラ分布

ベトナムではどこで
もモグラがいると
いうわけではないら
しい。日本とはまっ
たく違うようだ。

このへんと
このへん

ベトナムでもモグラがいる場所なら捕れる！　
と希望を持ち，今回は中国国境誓いサパへ

捕まえたモグラは３個体とも、何と体に
霜降り状の白斑を持つものだった

実は数年前、僕はイギリスの博物館でサパ
（Chapa）のモグラ標本を2つ見ていた。

もしかしたらサパにはもう一種別のモグラがいる
のかも知れない！そう思って町の畑を歩くと

一つは切歯が3本（左）、一つは2本（右）あ
る。切歯2本は日本にも生息するMogera
属の特徴なのだ！

ここで捕れたモグラ
は一風変った特徴
を持っていた、何と
胴がとても長くて
尾が短い。

僕はこのモグラを
「ドウナガモグラ」と
呼ぶことにした。

ベトナム風コスプレで
親睦を深める僕たち

To be continued??

学名は Euroscaptor parvidens

下顎の切歯は3本．．．うーむ。まずは標高2800ｍの地点でモグラを捕る

1 2 3 1 2

別のモグラが捕れました

僕はこれら2種をそれぞれ
ハシナガモグラ
　Euroscaptor longirostris
フーチェンモグラ
　Mogera latouchei
と同定した。

２属２種のモグラが標高ですみ分けていること
が分かった． 山を登って調査地へ 山道を横切るトンネルにモグラのわなを仕掛けていく

ベトナム北部の
某所で得られた
モグラ。

所変わってここはベトナム中部の
ドンギアンという場所

どちらも中国から
しか知られていな
い種だったのだ!

こういうトンネル
でモグラがよく
捕れるんだ

いつも手伝って
くれるニャット君

ドウナガモグラは僕が付けた和名で学名は
Euroscaptor parvidens
という。parvidensというのは歯が小さいと
いう意味なんだ。実際に見てみると．．．

ところがところが．．．最近のこと．．．

最近になって、もう一種別のモグラがいること
が分かってきた。どうやらまだまだベトナムの
モグラは僕の理解を超えているらしい。

というわけで．．．

モグラは種によっ
て歯や顎の形が
違うので、目下研
究中です。 めでたし，めでたし．．．めでたし，めでたし．．．

臼歯が小さいの、
わかるかな．．．
わからないかな？

こうして僕の調査により、ベトナムには２属３種
のモグラがいることが分かったんだ！！へ
こうして僕の調査により、ベトナムには２属３種
のモグラがいることが分かったんだ！！へ

どこにいるか
はまだ秘密
だよ おわり

さらにモグラを求めて
旅は続く．．．乾杯！

ベトナム


